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歩

滝
口
カ
パ
ン
専
門
店
(
滝
口
鈴
像
氏
〉
は
、
竹
飾
り
コ
ン
ク
ー
ル
全
市
の
部
で
こ
と
し

も
特
選
含
獲
得
、
夜
景
コ
ン
ク
ー
ル
で
も
五
度
呂
の
優
秀
賞
と
な
っ
た
。
志
沢
デ
パ
ー

ト
を
は
じ
め
よ
位
各
店
が
こ
れ
や
」
追
っ
て
い
た
が
、
こ
と
し
も
わ
ず
か
の
得
点
差
で
滝

口
が
特
選
と
な
り
、
話
題
そ
さ
ら
っ
た
。
(
写
真
左
)

しも

第16li苫平塚七夕まつりは、 200万人の人出で連日盛況をきわめ、中日調

にたたられたうらみはあっても 7 J'l 168最終日夜半までにぎわいをみせ
て幕を閉じました。竹飾りコンクーんは前年より叫点多い 401点が参
加、滝口カパン専門扇が連続 7度自の特選、夜景でも連続 5 飽 E

むました。

上位入賞者次のとおむ。

「全市コンクーJレJ 軍曹特選・滝口カパン専門店 (7 年連続〉
随時書特選・(操〉正信沢、ヒヨットコヤ(手書〉、片野麗、履入選. (株)トキ
ワャ、 〈有〉ヤマグチ運動異店、 f棟〉梅壊、 (楳〉野田護、 (名〉ミ
ツマル雲究員再寄金、 (樟〉長締霞平塚店、 〈楳〉片山、 f楳J 双葉洋般信、
ふとんの大塚盤、 f株〕富久田盤、大海盤、 〈棟〉大塚洋服店、 (株〉

ヤマト靴店、 f楳〉十字康平家店、 f資〉今込時計店、富車種入選・ (有
) I11方、 f牒〉務付ラジオ際会、 〈昨〕よろづや鶴店、カナダ靴底、 f 
構J カマヤストア一、 (株)護士銀行平尊重支店、 (株〉末広ふとんE号、
(棟〉緑箆平塚店、 (楳〕魚店、、 (有)春月掌本舗、 〈楳J 林童書呉服店
神奈I1 伸央3ZSi車 倒的 、伊勢鉱j包勘;洋三￥pg服E店、才花E寸水くE全b
F内号脂、右弁毒店、 (資〉十銭堅、 (楳〕旭麗呉綬店、 f有〉カネFヤ、

〈棋)スズヤ薬局@

「夜景コンクールJ 豊富優秀賞・滝口カバン専門店、覇軍入賞・ 〈株〉話話。ョ
f操〉梅望、 〈様)主童橋援平家層、 c棟)片野盤、 〈株〕十字箆平塚
店〈株〕野田露、 〈株〉トキワヤ。
F商店罰体コンクーJレJ 罷 1 等新栄会、製 2等のれん会、平塚銀授む
「地寝別コンクー)L-J CL地区・ 1 等高久製パン〈棟〕、 2等(株)静籾銀行
平塚支店、(株)三三菱銀行平塚支店、②地底・ 1 等笹馬関皆、 2 等ふり百
黛店、援策証券〈樟〉、③地区. 1 等犬木時計店、 2 等(株)まつや洋

服店、大丸洋服房、③地区‘ 1 毒事 f梼〉美不二洋服局、 2等横渓銀行平塚
支店、〈有〉岡本書車問、⑤地底・ 1 等 f株〉タカナシ洋般閥、 2等 f樟)
サクラ童書店、三宰鞄皆、⑤地底・ 1 等 f株〕望月燕E号、 2 等(棟〉林昼
寝呉店、平草ま信用金属本正昔、⑦地区 .1 等はだのや、 2 等スワヤ!聴器扇、
③地底・ 1 等天皇室、 2 等(楳〉臼本勧業銀行平塚支店、 f株〉後藤趨会
③地置，;. 1 等牧原事菩栄堂灘間、 2等〈楳〉原蓮商店、東京電力(楳〕平
塚営業所、⑬地区・ 1 等平家信用金庫花水支店、 2等平塚信用金鹿追分
支店、古家製綿 f株)、⑬地区・ 1 等山鉄総本店、 2等脅櫛表具店、横
君主銀行調口支話、⑫地区・ 1 等平家病苦言、 2 等中原無線宮富気商会。
f宮公ITコンフー)L-J 1 等・中地方事務所、 2 等平塚署甚察署、平塚重量報
穏諮問。

T参加点数i カツコP司法前年の点数⑫全市の部68点 (67点〉、 φE臣室費の
部22点 (26点〉、 φ宮公庁の高音11点 (13点〉、 φ商店間体の部22点 07
点〉。 φ一般家庭の部91点 (33点)、争地底自民87点ぐ170点). ~話、 7
J'l 8 百七夕装飾委員会(蜜興長主主家安治氏〉は、竹査部む審護報告畿を罫
饗しました。

不
臭
化
は
被
害

か
ら
は
じ
ま
る

哀
の
青
少
年
指
導

愛
休
み
を
迎
え
、
夏
の
背
少
年
保
護

育
成
運
動
が
七
月
一
一
十
臼
か
ら
八
月
一
一
一

十
一3
8ま
で
金
照
的
に
、
行
な
わ
れ
ま

す
。
県
市
の
青
少
年
問
題
協
議
全
の
主

椙
て
①
鳩
樟
正
し
い
生
活
を
一
身
に
つ

け
さ
せ
る
生
活
指
導
の
徹
底
、
⑦
習
い

心
と
か
ら
だ
を
宮
た
え
る
野
外
務
臨
酬
の

援
興
、
①
青
少
年
を
危
換
や
誘
惑
か
ら

守
る
た
め
の
事
故
防
止
活
動
の
復
関
な

ど
一
一
一
点
が
白
線
と
さ
ね
て
い
ま
す
。
と

の
運
動
を
ま
え
に
、
市
青
少
年
課
は
、

『
夏
の
管
少
年
詣
瀦
は
と
5

し
て
』
と

繋
留
次
の
呼
び
か
け
雪
行
な
っ
て
い
ま

す
。

門
可
避
の
踊
岡
山

Y年
指
導
一
日
否
良
化
防
止
山
拍

車
問
開
発
見
が
第
一
の
方
法
で
あ
る
。

こ
れ
かb
夏
に
む
か
つ
て
毎
年
青
少
年

の
非
行
と
不
良
行
為
が
多
発
す
る
。
夏

休
み
に
件
紛
が
議
な
り
鵜
た
ち
の
自
の

と
と
か
な
い
場
所
で
の
行
動
が
多
く
な

り
、
そ
の
上
、
小
使
い
な
ど
貸
金
的
に

も
不
足
す
る
ほ
か
、
婦
人
の
郁
激
的
な

間
服
装
平
、
群
集
心
盤
、
木
良
青
少
年
と

の
曙
触
な
ど
、
数
え
切
れ
な
い
旗
開
凶
が

青
少
年
を
と
ら
え
る
か
ら
だ
。
と
の
憂

次
の
注
意
を
す
べ
て
の
保
護
者
に
心
が

け
て
も
る
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

①
友
人
関
係
に
注
意
し
、
呼
び
出
し

電
話
の
栢
手
や
誘
い
に
く
る
友
人
た

ち
令
、
親
も
知
っ
て
お
嘗
た
い
。

③
渡
し
た
小
使
い
と
不
相
応
な
遠
山
田

平
、
高
価
な
両
闘
い
鞠
は
、
当
然
殺
の

心
配
を
か
つ
て
よ
い
。
⑦
た
は
と
や

時
間
性
の
持
ち
物
を
持
っ
て
い
る
な

ど
、
所
持
百
聞
の
う
え
に
あ
ら
わ
れ
畠

異
常
平
、ζ
と
は
使
い
が
か
わ
っ
た

担
、
無
口
に
な
っ
た
む
す
る
変
化
に

は
、
深
い
心
配
を
か
け
て
や
ら
ね
ば

な
ら
な
い
。
④
夜
間
外
出
や
『
な
ぐ

ら
れ
た
』
な
ど
の
被
轡
は
、
政
任
す

パ
吉
で
な
い
。
京
出
品
化
は
被
害
か
ら

は
じ
ま
る
と
も
い
わ
れ
危
倹
僕
等
と

考
え
て
よ
い
。

と
ど
も
の
心
が
新
か
ら
は
な
れ
た
ら
、

ナ
A
て
の
注
意
は
筈
あ
っ
て
援
な
い
。

青
少
担φ
定
義
く
一
酸
解
し
、
親
と
子

m
v
uのふ
れ
あ
い
を
と5し
て
、
非
行

の
芽
は
つ
ま
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
ま
た

海
ペ
平
、
ま
ち
で
み
か
け
た
不
良
行
為

は
、
社
会
人
と
し
て
、
お
と
な
の
費
任

と
し
て
、
保
護
者
に
伝
え
る
と
か
、
青

少
年
課
に
相
談
を
か
け
あ
な
ど
、
積
極

的
な
保
護
活
動
が
与
え
ら
れ
ね
ば
な
ら

な
い
。

さ
き
に
発
表
さ
れ
こ
白
、
生
曹
残
む
の
千
五
百
人
の
戦
友
と

ピ
ノ
一
た
第
五
悶
生
帯
者
叡
と
も
に
無
事
時
滋
、
栃
木
の
懇
の
築
家
ど

村
八
一
勲
二
干
イ
八
世
田
六
名
の
帰
っ
た
ら
長
男
(
当
時
七
ツ
)
は
死
亡
、
婆

芯

4
d
一
な
か
に
、
わ
が
平
塚
と
般
が
待
っ
て
い
た
。
湾
び
横
滋
ゴ
ム
に
組

与
一
か
ら
篠
原
忠
治
郎
元

で
一
一
造
一
市
長
(
剛
山
商
紹
介
)
授
と
し
て
民
自
、
二
十
一
年
六
刃
一
一
級
汽
関

駒
輩
十
二
重
苦
み
さ
ん
省
主
の
資
絡
を
と
担
、
一
一
土
ハ
年
平
塚
に
ヱ
揚

線
四
四
川
付
一
号
紹
介
)
と
横
浜
ゴ
が
で
嘗
な
の
で
転
勤
移
住
。
三
十
五
年
知
事

柄
朝
吋
一
ム
勤
続
一
一
一
十
年
の
ポ
表
彰
芝
生
一
一
十
九
年
産
量
、
勤
続

生
7
j
s

一
イ
ラ1
7
ン
語
伸
一
一
一
十
年
筆
叡
で
と
お
し
た
。
一
一
年
筒
嘱
託

湘
総
水
…
震
の
一
一
長
銀
勲
と
し
て
勤
め
た
あ
と
富
て
、
い
ま
は
大
磯

第
一
の
光
栄
に
浴
し
た
。
ロ
ン
グ
ピ
ー
チ
に
勤
め
て
い
る
。
四
年
前
田
明

水
村
さ
ん
は
サ
ツ夜
の
と
こ
ろ
に
土
建
議
い
一
一
壬
一
坪
(
約

マ
イ
モ
で
有
名
本
埼

j

百
五
平
方
メ
ー
ト
ル
)
一
一
階
濯
の
立
派
な
家

支
県
川
川
越
の
護
家
の
次
男
に
生
ま
れ
た
。
児

島
丸
新
築
、
妻
ス
ギ
子
ざ
ん
(
五
一
一
一
〉
と
、
一

銭
九
人
(
男
五
、
女
沼
〉
の
な
か
の
一
一
番
同
国

粒
時
憎
の
長
女
に
ム
コ
餐
子
を
迎
え
、
孫
が
ひ

で
あ
る
。
こ
ど
も
は
ふ
た
り
か
一
一
一
人
が
理
想

り
、
勤
務
の
余
隅
定
好
嘗
な
釣
む
を
平
り

的
な
ど
と
お
っ
し
ゃ
る
現
代
の
若
夫
鋪
た
ち

に
は
想
品
開
も
で
き
な
い
時
代
だ
っ
た
。
武
村
挽
勺
を
楽
し
む
と
い

5

よ
吉
定
年
後
を
過
し

て
い
た
と
こ
ろ
へ
患
い
も
よ
ら
ぬ
叙
勲
の
お

さ
ん
は
じ
め
男
沼
人
は
長
短
を
残
し
で
全
部

高
小
を
山
山
る
と
次
ぎ
次
宮
本
県
に
臓
を
求
め
沙
汰
で
あ
る
。
戦
争
で
は
金
議
勲
章
が
内

で
移
住
し
て
い
る
。
定
し
て
い
た
の
に
敗
戦
で
お
流
れ
と
な
っ
た

水
村
さ
ん
は
こ
十
才
の
と
き
徴
兵
検
斎
に
の
で
今
回
の
叙
勲
は
感
激
ひ
と
し
お
だ
っ
た

合
稿
、
横
須
賀
海
兵
団
に
入
即
興
、
一
一
一
年
の
の
と
れ
も
笠
宮
で
い
た
お
か
げ
、
と
ん
ど
も

ち
兵
四
時
と
怠
っ
て
除
隊
し
た
が
間
も
な
く
け
ロ
ボ
イ
ラ
ー
マ
ン
と
し
て
一
裁
ら
け
る
限
り
働
ら

支
事
変
で
応
召
、
一ji
l
l
e
-
-
j
i
i
j
t
j
i
l
-
-

く
つ
も
り
と
い
う
。

飽
和
七
年
帰
還
と
一
鰭
鰻
錨
欝
輯
購
鰭
輯
韓
翻
鶴
臨
鶴
騨
鰻
鶴
鵠
一
定

Mあ
時
の
用
意
の

同
時
に
海
軍
人
事
一
鱒
灘
繍
麟
麟
麟
醐
離
鶴
醐
輯
鱒
醐
醐
十
た
め
由
連
覇
の
免
状

部
の
襲
で
横
浜
一
鞠
鶴
雛
鱗
畿
内
議
総
鴻
鱗
欄
剖
も
と
っ
た
が
、
自
分

1
1
ふ

r
i一
色
畿
J
U

の
体
験
か
ら
援
制
定
ι

ゴ
ム
工
場
に
入
一
一
機
パ
F
6議
議
凝
議
議
務
般
向

d

号
、

d
?

ム
宇
号L
つ
け
て
お
く
の

社
、
何
十
四
年
八
一
ず
戸
蝉
作
為
韓
宇

F
L

一
)
島
重
村
空
番
君
。
お
か

月
渡
潟
、
奉
天
王
鶴
野
聾
麓
態
銭
援
鹿
島
麟
欝
水
げ
で
定
年
後
も
仕
事

で
吉
た
新
工
場
に
一
顧
錨
躍
顕
揚
鶴
購
髄
鶴
間
髄
揖
翻
穣
一
に
溺
ら
な
い
。
体
遺

探
寒
口
れ
椅
人
工
一
寵
寵
轟
轟
覇
轟
轟
轟
額
縁
覇
瀦
綴
翻
綴
騨
輯
…
十
九
貫
(
七
十
一
一
一
キ

園
周
の
指
導
に
当
つ
令
口
〉
、
身
長
五
尺
五

た
が
、
十
六
年
九
日
戦
争
揖
痛
の
た
め
応
寸
二
分
〔
約
一
、
六
七
メ
ー
ト
ル
)
顕
髪
は

召
、
カ
ツ
オ
般
を
改
造
し
た
欝
備
艇
で
サ
イ
弱
年
前
か
ら
白
く
な
っ
た
が
若
い
時
か
ら
病

パ
ン
島
に
渡
り
、
十
二
月
八
店
宋
羽
田
本
気
知
ら
ず
。
慾
障
は
釣
り
、
開
閉
甘
替
、
将
棋
、

戦
争
開
開
始
と
同
時
に
グ
ア
ム
島
攻
略
戦
に
お
ゴ
ム
時
代
は
演
芸
ク
ラ
プ
の
キ
ャ
ッ
プ
で
一
特

加
、
次
い
で
サ
イ
パ
ン
に
箆
D

十
八
年
末
ま
に
八
木
筋
の
笛
吹
曽
太
絞
た
た
吉
が
得
意
。

で
訟
匝
問
。
十
九
年
六
月
、
サ
イ
パ
ン
玉
砕
の
潔
は
若
い
時
か
ら
欽
み
、
ひ
と
こ
ろ
は
五
合

一
月
前
に
ミ
レ1
島
へ
聡
進
六
平
人
が
生
音
〈
O
、
九
リ
ッ
ト
ル
)
も
飲
ん
だ
が
い
ま
は

残
っ
た
。
と
こ
ろ
が
タ
ラ
オ
、
マ
キ
ン
が
米
娩
勺
一
合
〈

O
、
一
八
リy
ト
ル
)
、
四
年

間
隔
の
手
に
答
ち
た
た
め
行
く
先
香
保
な
っ
た
前
か
ら
禁
焼
。
ソ
パ
と
メ
ン
燭
が
大
好
物
。

陸
軍
部
隊
約
一
方
が
平
む
な
く
ミ
レ

1

島
に
五
十
九
オ
。
住
所
は
平
塚
市
南
原
二
六
七

上
陸
し
て
と
も
に
合
流
し
な
の
で
米
議
機
の〈文

・
名
禽
億
光
・
広
明
暗
号
ニ
タ

i

〉

政
撃
の
的
と
な
担
、
連
日
大
爆
撃
を
喰
ら
い

大
半
が
戦
死
し
た
。
水
H刊
さ
ん
は
伝
令
園
周
と

し
で
地
下
一
様
の
本
部
に
い
た
た
め
九
死
に
一
曇
護
霊
霊
童
雲
霊
童
書
章
一
喜
一
童
書
需
要
一
喜
一
環
寄

生
を
得
た
が
、
味
方
の
日
本
語
の
戦
死
者
がJ日一
一
一
一
一
一
援
護
護
穫
嘩
議
濠
鍵
議
議
畿
一
一
一
一
一
一
『

、
吉
田
鵬
捻
腕
輔
君
静
醐
柑
諸
種F
白
醐
…
弔J
F

累
々
と
横
た
わ
っ
た
治
豪
は
言
語
に
絶
し
た
h
d
踊
膨
鶏
積
載
翻
臨
欝
際
協
輔
弓
/

も
の
で
今
日
で
も
忠
ら
れ
な
い
と
い
う

@
ζ

と
ま
で
や
る
か
ら
は
携
帯
串
上
陸
必
楚
と
み
て
(
寺
田
月
の
綴

i
次
留
は
ア
イ
・
パ
ン
ク
に

一
同
水
草
し
て
金
属
玉
砕
ぞ
寄
っ
た
が
、
限
島
選
供
し
た
一
婦
人
に
盟
店
場
願
う
予
定
で

ど
う
い
う
わ
け
か
米
箪
が
よ
想
作
戦
を
と
れ

ν

ず
。
)

平
め
た
の
で
事
う
じ
て
生
害
眠
一
び
る

ζ
と
が

で
曹
た
。
棋
載
を
知
っ
た
の
は
こ
十
年
十
月

で
、
氷
山
川
一
丸
の
出
迎
え
を
受
け
な
の
が
十
月

今
月
8

ペ
ー
ジ
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六
月
十
七
日
か
ら
一
一
十
一
一
一
日
ま
で
隣
合
し
た
市
議
会
定
嗣
別
会
は
、
企
画
岡
田
援
護
ぞ
新
設
す
る
機
構
由

改
正
案
、
非
常
勤
特
別
職
の
報
酬
等
改
定
索
、
底
所
得
闘
閣
の
負
担
を
軽
減
す
る
図
民
媛
療
保
険
条
例
』

の
一
部
改
疋
案
な
ど
十
時
踊
察
を
群
議
可
決
し
ま
し
た
。
ま
た
、
最
終
日
に
は
任
弱
縞

γ
と
な
っ
た
議
F

会
各
常
任
委
覧
会
愛
国
同
な
ど
の
役
員
人
事
を
行
友
い
、
総
務
常
任
蟹
委
員
長
に
佐
葱
政
勝
、
産
業
常
戸

任
委
委
員
長
に
上
原
正
措
出
、
女
数
民
生
常
任
委
委
間
同
長
に
事
際
昇
、
建
羽
田
部
常
任
護
員
長
に
市
川
清
一

各
市
議h
r選
任
し
ま
し
た
。
一

栗
原
託
功
労

lζ 

第
五
間
出
生

存
者
叙
勲

昭和弘年 6 JJ 15 El 

瑞宝章苦ど受けた

篠原忠治郎氏

元
市
長
・
篠
原
思
治
郎
氏
は
さ
曹

の
第
五
回
気
存
者
叙
議
で
従
六
位
勲

四
霊
安
支
受
け
ま
し
た
。

嬬
原
氏
は
、
明
治
四
十
五
年
群
潟

県
高
鱒
市
の
小
学
校
教
師
闘
を
ふ
り
だ

し
応
、
欝
潟
県
職
員
、
大
正
七
年
神

奈
川
県
職
筒
、
以
来
逗
子
町
長
、
神

奈
川
県
営
矯
管
財
謀
議
、
開
会
計
課

長
、
同
水
道
閤
長
争
経
て
、
沼
和
十

八
年
か
ら
二
十
一
年
ま
で
む
終
戦
前

t

購
入
事
委
圏
同
会
て
き
た
入
。
今
白
地
方
行
政
の

5

え

後
の
も
っ
と
晶
鴎
幾
な
時
間
聞
に
平
塚
議
員
、
一
会
蜜
員
長
、
閣
に
残
し
た
氏
の
劫
綴
が
叙
訴
の
対
象

市
議
。
沼
和
二
土
ハ
年
平
機
市
監
査
逮
協
会
平
塚
支
部
副
支
部
長
、
平
塚
ど
な

D

ま
し
た
。
住
所
は
平
塚
新
鶴

委
員
に
就
任
し
た
の
に
続
い
て
、
福
市
鶴
先
潟
会
顧
潤
な
ど
を
陸
信
。
女
四
八
五
、
令
色
。

校
法
人
演
窓
会
常
任
理
事
、
県
社
会
学
ど
お
む
生
諜
鳥
島
地
方
行
政
に
尽
レ

消防座談会 8 月 3 日消防郡山ら;
かれた初の消防疫談会。)

師事ふ部体の希望lζ応じて今後おおいに続傍 / 
したいという
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る
e

会
側
、
少
年
闘
が
ζ

う
の
と
騒
習
出
し
て
い
立
挙
式
」
で
、
じ
っ
と
私
の
話
を
き

委
捷
会
が
、
誰
に
め
に
、
市
民
体
操
が
金
家
惑
に
及
ぶ
事
業
計
菌
、
予
算
な
ど
、
ホ
ス
テ
ラ
る
が
、
平
塚
で
は
ひ
と
定
訪
日
渇
に
、
い
て
く
れ
た
一
一
千
京
の
子
供
た
ち
の

も
容
易
に
で
古
る
よ5
に
努
む
と
共
に
、
議
く
会
や
ス
ー
の
審
議
ぷ
り
は
、
ま
こ
と
に
真
剣
青
少
年
課
を
設
鐙
レ
た
。
と
れ
は
私
騰
は
、
い
ま
だ
に
私
の
ま
ぶ
た
か
ら

簡
単
な
「
市
民
体
ポl
ツ
の
日
に
、
市
民
が
瞳
っ
て
お
そ
の
も
の
で
、
脅
年
の
情
熱
が
あ
ふ
の
宿
幅
酬
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
幸
い
市
去
ら
な
い
。

燦
」
4
m
b
制
定
し
た
加
さ
れ
る
よ
う
お
奨
め
し
た
い
。
れ
て
い
て
、
気
持
り
よ
い
情
置
が
緩
民
各
層
の
協
力
が
得
ら
れ
て
、
ょ
う
「
巣
立
つ
若
人
の
つ
ど
い
」
で
、
堂
一

市
役
所
で
も
億

O

繍
ぎ
れ
た
。
会
長
に
間
島
孝
二
ざ
一
ん
や
く
軌
道
に
乗
っ
て
き
た
。
々
と
自
分
の

M叩
負
を
の
ペ
た
少
年
の

日
午
後
一
一
一
時
に
な
五
月
中
旬
、
平
塚
に
ユ

i

ス
ホ
ス
聞
酬
に
は
水
越
震
さ
ん
が
織
さ
れ
、
心
何
と
い
っ
て
も
、
青
少
年
の
非
行
盗
。
「
新
就
職
者
を
迎
え
る
つ
ど
い
」

る
と
、
東
庁
者
も
一
ア
ん
の
支
部
発
会
式
が
屈
さ
れ
て
出
よ
く
引
章
受
け
ら
れ
て
発
足
し
た
。
品
目
紡
止
は
、
大
人
の
姿
勢
を
迂
ず
と
で
、
沖
縄
か
ら
来
た
少
年
の
一
言
葉
が

そ
の
揚
で
、
織
貨
と
一
開
に
体
擦
に
伺
か
ほ
の
ぼ
の
と
、
羽
田
へ
の
夢
を

黙
阿
川
町
軒
両
信
ふ
る
〉
え
て
い
た
少
年
の
手
抱
肝
心
利
子
問
題
協
議

各
種
窃
体
に
も
出
向
い
で
、
指
講
習
会
で
は
、
あ
ら
ゆ
る
背
少
年
の
問
題

及
に
当
っ
て
い
る
。
前
奏
に
「
平
塚
:
)
議
轟
襲
察
審
曇
議
議
襲
警

F
3

刊
誌
弘
警
が
田
町
議
検
討
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の

怒
し
さ
を
室
長
ソ
ノ
シ1

ハ
域
観
一
〆
ノ
\
麟
欝
議
欝
買
い

J
初
席
上
で
必
ら
ず
替
行
青
少
語
ほ
う

ト
も
つ
く
っ
た
の
て
ど
帯
害
方
う
z義
弘

Jプ
\
擁
護
襲
撃
霧
器
機
撃
翻
長
雲
行
う
こ
と
に
し
て
い
る
。

は
体
裏
に
申
し
込
ま
れ
た
い
。

g
j
p

ゐ
警

J
、
機
鰐
繋
縛
幾
重
譲
務
機
縁
畿
務
総
鱒
畿
で
照
一
震
の
え
三
の
こ
と
、
一
少
年
に

万
歩
運
動
資
本
年
度
は
「
市
民
欄
ー
齢
、
韓
鱗
韓
議
議
議
欝
欝
諜
賀
状
を
湿
し
た
に
と
が
あ
る
が
、
そ

歩
く
会
」
が
結
成
さ
れ
、
毎
月
語
、
響
ゑ
鑑
三
線
鶴
欝
欝
覇
た
鍾
撃
機
ゑ
変
緩
重
警
護
の
う
の
子
の
手
は
ブ
ル
ブ
ル
ふ
る
え
五

監
護
し
て
い
る
が
、
多
主
購
ー
\
同
盟
十
一
寸
擁
護
議
襲
撃
議
吋
械
に
演
さ
喜
べ
て
い
た
。
一
員
露

若
男
女
室
面
さ
れ
て
い
る
。
廼
に

J一
二

ν
(
(麟警
鐘
欝
十
鱗
ι
ぐ
討
ん
三
監
盤
麟
欝
麟
脚
蹴
官
ヴ
の
係
か
ら
「
君
は
今
ま
で
決
し
て
よ

「
市
民
ス
ポ
ー
ツ
の
宮
内
設
定
し
う
す
議
撃
観
欝
議
議
警
護
騒
騒
騒
麟
盤
甘
か
い
少
年
と
は
い
え
な
か
っ
た
。
し
か

で
、
毎
月
第
二
と
第
四
の
品
、
午
セ
三
一
一
{
争
議
長
一
次
警
護
、
議
援
護
磁
媛
簡
酪
畿
灘
錨
灘
し
今
度
、
泥
棒
を
つ
か
ま
え
る
こ
と

後
一
時
半
か
ら
四
時
ま
で
の
時
間
に
に
協
力
し
た
と
と
は
時
間
気
の
あ
る
と

完
的
合
体
湾
総
と
武
道
館
で
、
市
出
出
席
し
た
。
き
く
と

ζ
ろ
に
よ
る
と
、
私
は
祝
辞
に
、
若
い
領
、
山
登
む
と
に
あ
る
と
思
う
。
青
少
年
に
そ
の
と
だ
」
と
つ
け
加
究
た
。

が
自
由
に
卓
球
や
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
役
諮
役
の
青
年
た
ち
は
、

ζ
の
一
年
に
執
をr人
れ
た
思
い
出
話
を
し
て
、
責
任
を
負
わ
し
て
み
た
と
こ
ろ
で
、
か
つ
て
な
い
少
年
の
感
激
の
漢
で

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
パ
ト
ミ
ン
ト
獄
、
市
内
に
散
在
す
る
柏
山

1五
世
田
の
ホ
会
の
発
援
を
祈
っ
た
が
、
青
年
た
ち
あ
の
毘
や
漢
は
美
し
く
出
ん
っ
て
こ
な
あ
ろ

5

と
患
っ
た
と
た
ん
、
私
ま
で

ン
、
民
附
聞
や
ホ
ー
ク
ダ
ン
ス
が
で
き
ス
テ
ラ

i

ぞ
ま
と
め
て
支
部
を
つ
く
の
息
吹
が
感
ぜ
ら
れ
、
た
の
し
い
白
い
。
明
日
の
平
塚
の
た
め
に
、
心
か
涙
ぐ
ん
で
し
ま
っ
た
が
、
こ
の
子
の

お
よ
う
に
し
て
い
る
。
ろ
う
と
、
一

B
の
勤
務
が
終
る
と
築
穏
む
午
後
の
ひ
と
と
き
で
あ
っ
た

g
b

青
少
年
を
守
っ
て
や
む
た
い
。
漢
は
今
で
も
忘
れ
ら
れ
な
い
。

健
康
は
与
え
ら
れ
る
も
の
で
は
な
ま
っ
て
は
、
繋
を
繰
っ
て
嘗
た
と
い
O
O

〈
昭
和
四
一a七
・
一
)

く
、
白
か
ら
つ
くp
出
す
も
の
で
あ
う
こ
と
で
あ
る
。
留
で
は
国
民
会
議
が
と
う
の
、
一
宵
若
い
人
の
問
問
は
藻
し
い
。
「
十
四
才
甫
長e
加
藤
一
太
郎

金
網
張
っ
た
消
防
用
貯
水
そ
う

込醐

もも

(3) 
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!昨年12月に報告レ予算のうごき!
た4口年度前期末の

市の予算境撲は、一段・特別各会計
合算で76億59J6万円でしたが、その
後ととし 3 J'!までの後期において、
8 億1165万円の追加補正をfj'なった
結築、最終予算は84鍛7100方向の甥
模に逮しました。前年間期よlJ約四
億円の灘高を示ナもので、 38年B室、
3百年度に続いて遼続 3 年間、]，2億円
のあげはばをみせたことになりま
す。後期予算のうどきを余計百せにみ
ますと、

軍軍一般会計

前期 9月末26億4100万円の予算額
だった一般会計は、後期において失
業対策事業費 657万円、重量業振興補
助金 226万円、笥産振興鰭助金 322
方向、都市敬造会計への財源援助
1103万円、

業費210官万円、

673万円、給与改定tこともなう人件
費3083万円、レ使級み取り蚕託制追
加 782方向、中南潟保病院分留金
1139万円、県道新設改良負担金 810
万円浜店中・金問小・大神処草霊場な
どの各用地費収費'3955万円、財政調
整資金積立金自の00万円なと、合計 2
鰭9000方向を追加、最終予算額は29
億3167方向にな Dました。とれば前
年間期にくらべて 2 億2795万円の場
加を示ナ額です。前年の予算額の場
高は 5 儲5印聞方向台を示してーいまし
たから、胡年度はそのほぼ半分のふ
え方にとどまったわけです。

との予算講成では、まず、歳入留で
自主財源が81 ， 8%約24穏円と高事を
王去し、協会手比 5%をζえる伸びを示
しました。自主財源を支えるものは
市税収入の13億5200方向 (46， ]~百〉
と競輪競馬収益を中心とする諸収入

8億2000万円で、ほかに使用相手数
割 1 様車)00万円弱などがあ D まナ。
一般会計内でお主財源が占骨る割合
は全国的には50%台、富裕県である
神奈川県下で印刷80%ですから、 40
年度平塚市の81 ， 8%は、全E盟上位の
高事とみるととができまナ。しかし
ながら平塚市のばあい、自主財源24
億円の29%にとどく約 7嬢円が競輪
競馬収益であるという特殊な事情が

あり、かlJ，こ、競輪競馬収益をない

ものとしたばあいは、自主財源の点

むる割合は58% と、県下の水曜を富諮
るζ とになって、 ζの点から、手段
しの楽観をゆるぎないとナる見方も
でていまナ。現に、折年度 2億円の
収益を見込んでいた競馬事業法、明

42年度 lこ繍催権を失君主5 ととになっ

ており、競輪も永久的に現在のかた

ちで主鰭していけるとは言い切れな
いのであって、財政関係者は早晩財
源対策が問題となろ 5 とみていま
ナe 溜・照繍勤金・起畿にたよる依

f第手種郵便物認可〉 第177 号 (4)

⑤衛生費・ 2 穏72197]向〈自， 2)

童謡会費4700万戸守、労働蜜6517万円

消防重量7254万円、公費量寵持84万円
務支出金4650万円、予備費 200万
f巧

額特別会計
40年度特別会計は競輪・競馬・溺

民健康保険・都市耳立造・農業共演・

下水道事業・簡易水道・留保診療所

の 8 会計で運営、 ζれに後務競輪競
E岳会計を中心に 5 億11府方向を追加

各特別会計の最終予算額は次
P と主主りました。

競輪車業会計 31億4572万円
競馬事業会計 19鐙6525万円
国民健康保険会計 2 鐙 1316方向
留保診療所会苦 2575万円
都市改造事業会計 1 億1085万円

農業共演・農作物勘定 2145万内
・家五三共済勘定 911万円
・業務草由主君、 737万円

下水道事業会計 3870万円

84億円をとえる伊年度
収支状況

平塚市の総体予算の収
支は最近にない良好な状況をみせ、
年度末までに83億4844万円 f予算の
98， 4%) を収入、 80億6877万円 f予
算の95， 1%) を支出ナるに歪むまし
た。 ζの結果 2 傍、7966万円の入超を
残して糟算にはいlJましたが、 ζの
収支状況を前年間競にくらべると収
入唱で12 ， 69皆、支出で1l， 5~臣、収入
超過額で 1 償1774万円と、いずれも
多くなっていまナ。 ζれを一般会計
についてみても、収入事95% (前年
百0， 4%) 、支出事90， 69百 f前年86.6
9出〉と高い比曜を示し、いずれも昨
年を大きくしのぐ収支状関となって

i まナ。一般会計の項図jjlJ収支をみま
ナと、歳入庖では競輪競馬の収誌を
中J己、とアる諮収入が 8 億6965万円も
はい D、予算を 6%もオーバーナ.;s
106%、負担金収入も 108%、ほかに
簿作上金ー地方交付税がいずれも 10
%以ょの収入をみせ、このほか市税
収入官6， 9%、財産収入98 ， 5%、盟議

!支出金94 ， 6%、使用料手数棋93， 29百
l といったぐあいでの吉なみ高い収入

務となっていまナ。市僚と県支出金
だけが50%台にとどまっていまナ
が、これは環連事業の進行とみあい
よ侵入時期が 4~5 月にのびたた自で

ナ。歳出頭では、 95%以上 100%の
③市僚 ・ 1 億百 020方向〔ふ心 支出を行なったのが、議会草壁、総務
⑤使用制等・ 1 億4954方向( 5,1) 索、衛生費、労働媛、消防費、公演
⑤県支出金・ 1 億1168万円 (3， 8) :費、諸支出金君主ど、関%から949居合
地方交付税1505万円、負担金 945 ì の支出を行なったところが民生霊費、
万円、財産収入1430方向、寄付金 l 路工費、教育襲、など。重量棉水産業

389万円、繰越金5129万円。擦は80， 7%，土木裂は79， 7%にとど
f歳出予算J ま P ました。
①土木費 ・ 8 億7040方向 (22， 8) 1 これらの40年度収支は、 5 月末を
②総務費 . 5 億4415万円 08， 5) I もって出納を閉鎖、最終的没収支勘
③教脊質 ・ 5 鐙1404万円(17， 5) 定を行なっており、 ζの結果は、 12
④民主主費 ・ 3 億1960万円(10， 9) 1 月に公表ナお次続財政状況において
⑤重量林商工銭 3 億1820万円(10， 8) ! 40革度全騎決算として報告しまナ。

総務部財政課は、自月 1 日、昭和40年度後耳話予算のうどきを中心とする鰐36回財政状況
を公表しました。今鋳慰政状涜では、 CD4む年度において市の総予算規模は全会計合算で84
鐙7000万台にのぼむ、前年に晋!続いて約12億円の増高を示した。②ζの 3 月末における収
支勘定は、予算の98， 4%を収入、宮5%を支出、 3 億円にちかい入超をみせ、近年tこない良
好君主収支状況脅みせた。③自主財源は全国土佐の81 ， 8%の高率だが、今後の財源対策はな

お問題であお。④建設費と消費的経費は相互に淘持する方向をみせ、近年沼次いで完成さ
せた施設の管理運営療などを中心に、治嘩霊的経費は 1 億3800方向の嶺加となった、などの
点がめだちます。 ζの最終段!な決算内容は、次回 12月財政状況であきらかになりまナの
で九今期は概嬰を報告しておきまナ。

脊'kt源は40草度 5 穏3462万円で18， 2
9揺を計上しました。

歳出盛では投資的重量設援が13億5200
方向で歳出総額の46， 2%、人件費・

物件費を中心とナる消費約経費が12
億円40，官%とな担、霊童設費・治資約
緩費双方支持均衡ナる方向をみせまし
た。建設樹立前年比5000方向の減、
消費約経費は反対に 1 億38∞万円の
婚を示ナものでナ。 ζれは、懸察事
業解決に要した多額の建設質の支払

いが一段落したこと、建設中だった

施設があいついで完成、とれらの管
理運営費がかさんできたととなどに
よる現象でナが、それでもな相、建

設資46， 2%は潟事であり、昨年の52

%を頂点lζ 、 34年度以来継続して雷

た"409括合という高水準を示ナもので
ナ。一般会計の積回別最終予算額は
次のとおり。

T綾入予算j

①市税 ・ 13鍍5199方向 (46，1)

②章者収入 ・百億20457]月 (27， 9)

⑤思慮支出金 2 億岳379万円( 8, 3) 

関

の教育/市民

日
赤
募
金
自

壊
を
こ
え
る

一
一
恵
ニ
十
九
万
回
日
の
好
成
績

福
祉
事
務
所
で
、

聾祭事量E端緒食器粧品崩酷宥瞳日灘署伝趨醐
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i 

(上〉 ズックを片手にオジサンは歩く'，ùt;こ老い主主い

自信が・ cヒ中〉一行は海をのぞんだー (jニ右〉小
休止する白いE互に腸ざし ζ嵐が心、よい

来
興
対
法
早
朝
の
相
相
模
湾
門
凶

六
月
二
十
六
日
の
ひ
る
ま
え
、
快
晴
の
花
水
川
口

か
ら
海
辺
音
大
灘
間
耐
ケ
賄
へ
歩
く
一
一
回
受
カ
メ
ラ
に

と
ら
え
ま
し
た
。
体
育
課
主
龍
の
市
民
裁
く
会
第
一
一

部
自
に
参
加
し
た
六
十
名
で
、
参
加
者
は
老
若
男
女

色
乙
り
と
D

、
み
ん
な
思
い
思
い
の
根
義
で
、
ひ
た

い
に
か
る
い
汗
を
に
じ
ま
せ
、
新
鮮
な
夜
気
を
い
っ

ぱ
い
に
吸
い
込
ん
で
、
副
キ
ロ
の
行
穫
を
歩
い
て
い

き
ま
し
た
。

市
教
委
体
育
課
は
、
市
民
体
操
、
市
民
ス
ポ
ー
ツ

の
尽
な
ど
と
と
も
に
、
四
月
か
ら
月
一
一
回
の
市
民
歩

く
会
を
問
問
糧
第
一
一
回
は
湘
南
平
、
第
一
一
回
は
熊
ケ
階

第
三
回
は
七
月
十
七
日
火
山
皿
宮
山
と
続
け
、
ぎ
た
る

八
月
十
七
日
は
単
穂
集
会
の
か
た
ち
で
見
附
合
体
育

館
か
ら
須
賀
の
椙
惜
世
間
内
門
戸
の
開
を
味
わ
い
に
措
く
一
予

定
で
す
。
参
加
出
国
由
、
あ
な
た
も
歩
い
て
み
ま
せ
ん

か
e
a
-
。

青年毘体の畳録を 'R
登録グループには団

体運営やレク')ーンヨン指導のは
し出しなどできる限りの
ります。

あなたの鴎í~ も交H しま吋 λ か。

選挙人名襲撃は、有権者の選挙権を公認

する名簿である。選挙のとき、この名

簿にのっていないと、有権者でも投票

できない。公開期間中に自身で名簿を

たしかめておくことは大切である

6 
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六
月
日
一
一
日
審
議
銘
を
通
過
心
た
誕
忍
制
時
間
法
は
、
七
月
一
日
か
ら
実
施
さ
れ
十
五
年
ぶ
り
の

郵
便
制
改
定
と
なE
ま
し
た
。
朝
霞
法
改
正
の
要
点
は
、
次
の
と
お

P
で
ナ
。

「
あ
た
ら
し
い
郵
便
料
金
」

f第 3種郵便物認可〉沼和 41 年 7 f:l 15 臼(6) 

はじめての給料でプレイヤー

北陸の辺地校から感謝の使り

六
月
の
あ
る
呂
、
石
川
熊
輪
島
市
の
輪
高
市
は
、
日
本
海
へ
つ
害
出
た
能

麹
二
又
小
学
校
長
中
島
清
氏
か
ら
、
市
登
半
島
の
先
端
の
ま
ち
、
少
し
山
間
部

の
教
育
婆
開
開
会
に
あ
て
て
「
一
一
社
会
人
へ
は
い
れ
ば
昨
日
通
の
一
小
鐙
な
辺
地
授
が

と
だ
け
遭
い
て
辺
地
授
の
こ
ど
も
に
プ
た
く
さ
ん
あ
り
西
一
一
又
小
学
校
も
そ
の

レ
イ
ヤ
ー
を
贈
っ
て
く
れ
た
平
塚
に
い
う
ち
の
ひ
と
つ
、
山
の
こ
ど
も
は
み
ん

る
青
年
を
ざ
が
し
て
ほ
し
い
」
と
い

5

な
友
だ
ち
を
欲
が
っ
て
い
あ
。
(
中
内
口

手
紙
が
と
ど
宮
ま
し
た
。
交
窓
は

i
i

新
時
四
輪
島
高
四
倍
簡
談
)
。
と
い
わ
れ
、

去
る
六
万
七
日
間
授
に
平
塚
抑
制
便
局
は
じ
め
て
の
給
総
か
ら
無
名
の
一
役
会

穏
印
の
小
包
一
個
が
畿
達
さ
れ
、
な
か
人
と
名
の
あ
腎
年
が
贈
っ
た
一
プ
レ
イ
ヤ

か
ら
真
新
し
い
レ
コ
ー
ド
プ
レ
イ
ヤ
ー
ー
は
、
心
か
ら
よ
ろ
こ
ば
れ
た
も
ょ
う

が
で
き
た
。
小
包
に
は
「
私
も
山
の
こ
の
こ
と
は
雨
明
地
の
新
開
閣
に
も
、
写
真

中
の
学
授
で
ま
な
ん
で
脅
た
が
、

ζ
と
と
と
も
に
報
議
さ
れ
、
当
地
で
も
、
婚

し
高
校
を
串
議
し
て
社
会
に
出
た
。

ζ

り
主
を
さ
が
す
中
島
校
長
の
手
紙
は
、

の
プ
レ
イ
ヤ
ー
は
、
私
が
は
じ
め
で
も
読
売
・
毎

g

・
産
経e
東
京
・
神
奈
川

ら
っ
た
給
料
の
一
部
セ
賓
っ
た
も
の
、
法
ど
各
紙
の
六
月
一
一
十
一
一
一
日
朝
刊
で
義

者
意
畿
に
使
っ
て
ほ
し
い
」
と
い
う
添
選
さ
れ
ま
し
た
。

え
欝
曹
が
あD
、
明
暗
出
人
は
た
だ
「
一
贈
り
主
は
、
こ
と
し
平
塚
市
内
へ
就

社
会
人
い
と
あ
る
だ
け
。
ひ
と
こ
と
で
識
し
て
き
た
人

2
3
・
お
心
あ
たEの
人

も
お
札
を
震
い
た
い
し
、
プ
レ
イ
ヤ
ー
は
「
あ
の
人

i

」
と
ど
連
絡
く
だ
さ
い
。

脅
も
ら
っ
て
よ
ろζ
ぷ
こ
ど
も
た
ち
の
連
絡
先
は
一
一
二
局
一
七
O
O
市
役
所
の

顔
も
み
せ
た
い
か
ら
、
ぜ
ひ
ざ
が
し
て
広
報
係
あ
て
、

ほ
し
い
、
と
い
う
も
の
@

な

と

宮
沢
賢
治
「
セ
ロ
ひ
き
の
ゴ
i

シ
コ
」

お
と
な
晶
子
ど
晶
も
、
知
ら
ぬ
も

の
の
な
い
ほ
ど
、
あ
ま
り
に
有
名
な

宮
沢
賢
治
の
作
品
で
す
。

と
の
本
は
、
茂
国
井
訟
の
ざ
し
絵

を
添
え
て
、
は
じ
時
て
「
単
行
本
」

と
し
て
最
近
出
版
さ
れ
た
、
「
セ
ロ

ひ
吉
の
ゴl
シ
ュ
」
の
決
定
奴
と
い

え
ま
し
ょ
う
。
格
諮
高
い
路
沿
の
作

品
に
ふ
さ
わ
し
い
、
し
み
じ
み
と
時

い
深
い
ざ
し
絵
は
、
子
ど
も
た
ち
の

心
を
ゆ
り
動
か
し
、
心
の
位
界
を
変

え
て
し
ま
い
そ
う
な
、
ふ
し
ぎ
な
力

と
、
夢
を
漂
わ
せ
て
い
ま
す
。
お
と

な
も
一
度
は
読
ん
で
み
た
い
本
。

ポ
イ
ヤ
ウ
ン
ベ

物
語

(
寺
村
輝
尖
)
、
マ
た
あ
く
ん
(
暴

啓
子
)
、
玄
白
い
て
が
み
(
牢
野
克

彦
〉
、
マ
ピ
ン
ポ
ン
バ
ン
が
や
っ
て

来
た
(
(
合
真
介
〉
、
マ
わ
ら
い
ね
じ

〈
今
江
梓
智
)
、
マ
子
パ
ト
の
ク
ウ

グ
(
神
戸
淳
世
田
〉
、
マ
患
の
牧
場
(

鹿
野
英
二
〉
、
マ
抑
の
わ
た
と
ぷ
鼠

(
務
木
由
子
〉
。

力
い

轡
森
県
八
戸
の
割
増
溺
ち
か
く
、
ウ

ミ
ネ
コ
の
棲
む
漁
村
に
、
ウ
ミ
ネ
コ

し
民
だ

入
市
た

醐
冊
。
い

近
す
え

患
で
考
。

で
都
お
を

館
一
と
鰐

寄
の
な
利

図
書
だ
ご

の
閉
副
本
て

市
た
の
い

出
品
藤
組
問
総
夫
作

水
田
澄
子
絵

ア
イ
ヌ
の
若
者
、
む
り
し
い
ポ
イ

ヤ
ウ
ン
ベ
の
不
思
議
な
物
謡
。

壮
大
な
ア
イ
ヌ
の
里
を
持
台
に
援

問
問
さ
れ
る
戦
い
の
姿
法
力
づ
よ
く
、

神
制
的
な
赤
の
輪
姥
美
し
い
い
オ

ゃ
ん
ん
悼
を
は
じ
め
、
作
中
人
物
が

み
な
素
朴
甘
ん
生
き
生
き
と
街
か
れ
て

い
ま
ナ
。

ア
イ
ヌ
民
族
の
伝
説
、
ユ
ー
カ
ラ

の
申
か
ら
、
と
く
に
子
ど
も
た
ち
の

た
め
に
会
議
創
作
さ
れ
た
も
の
。

門
童
話
・
糊
穏
凶
マ
ゆ
れ
る
砂

海
ハ
吉
沼
と
し
〉
、
マ
一
時
制
の
款
が

宮
こ
え
る
(
今
江
祥
智
)
、
マ
ぼ
く

ら
の
ペ
ガ
サ
ス
(
木
島
始
)
、
マ
わ

が
友
テ
ペ
〈
鈴
木
美
枝
チ
)
、
マ
草

原
の
み
な
し
子
(
安
藤
美
紀
宍
)
、

マ
海
の
メ
ル
ヘ
ン
〈
使
野
英
一
一
)
、

マ
潜
渥
ひ
嘗5
け
株
式
会
社
(
蕊
回

定
臼
)
、
マ
サ
ボ
テ
ン
島
の
嵐
(
武

町
田
幸
一
)
、
マ
忍
術
八
郎
ざ
の
寓
倹

(
鈴
木
琴
、
マ
ひ
と
む
ぽ
っ
ち
(
夏
休
み
の
緑
陰
図
窪
田
銭

松
援
英
子
)
、
マ
燃
え
る
嗣

1

・
2

幻
自
か
ら
市
内
泣
か
所

部
〈
山
本
和
夫
)
、
マ
キ
パ
の
王
者

〈
た
か
し
よ
い
ち
〉
、
マ
あ
ほ
う
の
蜜
休
み
の
小
中
学
笠
を
対
象
と
す
る

M
l
m天
徳
寺
、
堀
/
山
内
青
年
会
場

盟
一
(
長
総
額
之
勧
〉
、
マ
桃
の
木
長
緑
同
図
書
銭
の
開
設
日
前
慨
が
き
ま

p

ま
下
島
青
年
会
場
、
等
部
集
会
旗
、
問

者
(
昔
前
タ
キ
ノ
)
、
マ
ゆ
び
嘗
り
し
た
。

ζ
と
し
は
六
百
切
の
絵
本
と
読
村
公
民
館
、
砂
円
寺
。
マ

u
z
m日

〈
毘
乙
女
勝
元
)
、
マ
て
つ
ほ
う
さ
み
物
出
品
百
冊
づ
っ
六

2
1ス
に
わ
け
一
一
一
坪
ノ
内
公
民
館
、
申
久
保
公
民
館
、

わ
ぎ
(
久
保
問
昭
一
一
一
)
、
マ
チ
認
コ
十
一
一
か
所
に
出
隠
し
ま
す
。
一
会
場
一
一
一
葉
真
寺
、
下
吉
沢
集
会
場
、
曲
目
回
八

レ
ー
ト
戦
争
(
大
沼
真
)
、
マ
自

4官、
店
街
、
少
缶
少
女
諸
君
の
利
用
を
お
待
陥
神
社
、
土
箆
日
目
消
妨
分
間
叫
マ
ぬ

t

ざ
ま
せ
ト
ラ
ゴ
口
ウ
(
小
沢
正
〉

マ
で
の
ひ
ら
の
島
は
ど
と
に
あ
る
〈
ち
し
ま
す
。
8

月
1

日
片
岡
公
民
館
、
大
久
保
公

佐
藤
暁
〉
、
マ
昭JAり
ジ
ャ
ン
グ
ル
マ
7

月
山4
1
m臼
夫
徳
寺
、
広
川
公
民
館
、
十
輪
寺
、
開
設
願
望
車
館
、
円

V

(
富
盛
粥
枝
〉
、
マ
レ
あ
わ
せ
の
花
箆
館
、
千
須
谷
公
民
館
、
山
ノ
神
祭

8
月
2
I
4

自
青
柳
公
民
館
、
川
川
前

(
神
沢
利
子v
、
マ
ノ
コ
震
ノ
コ
君
会
所
、
機
内
公
民
館
、
大
器
開
院
。
マ
公
民
館
、
減
盟
国
公
民
抽
出
、
魚
島
集
会

プレイヤーを翻む厨ニ文小のこどもたち…北陸中8. 輪島支局援供

容さ量新 E 毒患
をのがして団濁
板、い奮がを「

め議ブゴ泣かあ彬ょ点、
てが強代れる Jお
い、"(の定。てみ?て
るみ!議選記そいね工
事をひレ掃のるゑL

らさ安議中与えみ
にれ、学童語学之子
製、す。~生き作
費留ウば 叩 ι
のミら とち

エんべのモチの〈ネノレ喜吾マ襲健源マママママママ
J~ ワ三EI アぽ設ツ "<1 一男)之む若パ七つふ背

ヲ千三芸員会喜志よる i 童5J8t童話警望者史
か Jレマま・〉 λJ ・、ぽ鵜~~霊ヤ、むのみムあ亮ク
え p ム(ド、ffi'ガヤうよ二iIî_ぶママか汽やサるてラ

、ぞ士手 ZZZ 空号立完喜重雪手手議要量三護主交
おツイ・オど v トマ〈湖~~六のが石(王宮 ~~il買
いトクチンロ・ ~JR 入、古代山東 111:石田犀須沢
で)のク)の M 、と・〉マ関与b 歌たう也森と船知工E
、ぽジ、ゆ・マ口 S 、次と~~~雄践しち徳太

ヴて7 :5ュマびウフにゆ・マ郎レ内高長)努)よ平郎
オブけー暴(イ馬うガエ物〉野橋階、〉、~~~

中学生のぼった版画

F うみねこの望書J から転載



第 177 号(第 3 種郵使物認可〉

六
月
二
十
八
日
の
'
台
風
間
関
等
は
、
平
塚
に
も
一

リ
以
上
の
悶
を
持
ら
し
、
水
糊
に
冠
水
・
製
部
担

な
ど
一
一
一
百
十
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
及
ぶ
被
害
を
与
え
、

込
み
帽
聞
は
二
千
開
山
富
八
十
二
万
円
に
濯
し
ま
し
た
，

(
幾
産
課
築
齢
制
)

昭和 41 年 6 J.l 15 日(7) 

ト

日
用
瀬
行
き
決
定

第
十
五
回
闘
を
記
念
す
る
市
民
貸
出
の
会
法
、

七
月
一
一
一
十
窃
か

b

八
月
一
門
口
の
宙
開
噌

L
か
け
る
一
一

泊
一
一
一
日
の
日
程
で
水
議
議
で
有
名
な
渇
瀬
沼
と
議

瀬
ケ
辱
行
曹
と
猪
媛
、
先
議
五
十
名
ま
で
、
お
加

者
島
義
築
し
て
い
ま
す
。
市
内
住
在
在
勤
者
な
ら

ど
な
た
で
も
奉
加
で
き
ま
す
。
次
の
要
領
で
応
募

4官
。

マ
叩
問
自
e

七
月
一
一
一
十
店
(
土
)
集
合
ニ
十
時
、
出

発
二
十
一
時
、
帰
着
八
月
一
日
ハ
月
〉
夕
方
一
一

十
一
時
の
予
定

マ
築
合A
V場
・
平
塚
銃
部
(
小
雨
決
行
〉

マ
コ
ー
ス
・
五
十
人
乗
り
の
貸
し
切
り
パ
ス
で
八

王
子i
熊
谷i
高
精4
沼
田
!
富
士
見
下
で
下

車
、
下
回
代
十
字
路
で
宿
泊
。
経
毅
一
一
千
九
百

円
〈
パ
ス
宿
泊
料
相
と
も
)
。

マ
参
加
申
し
込
みg住
所
氏
名
、
年
令
勤
務
知
明

記
の
よ
、
予
約
金
一
千
円
を
添
え
て
七
月
二
十

三
日
ま
で
見
附
台
体
百
円
館
内
体
宵
課
〈
竜
一
一
一

局
一
一
一
0
4ハO
〉
へ
。
七
月
二
十
七
日
午
後
六
時

一
一
一
十
分
摂
簿
公
民
館
で
参
加
者
打
ち
合
わ
せ
会

マ
惣
四
国
・
蕊
十
名
怒
り
、
先
着
編
。

228 須賀 a 市ゐ営車語論議〈前〉

四之'gふじみ鴎(後〉

238 須賀 a 市営競輪場(前〉

旭ー平援病院(後〉

2生白 根坂間集会尊重〈紛〕

上方図集会場(後〕

258 王室土公民館 (語的

東中原公民書官(後〉

26臼須賀@市営競輪場〈前J

南原公民書官 f後〉

29芭 i百四之宮公民館 f前〉

八橋公民館 〈後〉

30日 中原公民館〈郡一後)

318 横内公民館 (前〉

大神公民館 〈後〉

衡宝諜は 8 月呂田から、市内59か耳庁 域諸公民童富 (後〉

で、一般市民を対象tこ、レントゲン ß 11 釘 金旧公民館 (約〉

による健重軽診断を行ないます。もよ | 豊田公民館 〈後〉
りの会場でせ一ひお受けください。主主 , 128 土屋小学校 〈官官〉

ぉ、 40才以上の人には、同時に、無 吉沢小学者琵 〈後)

籾血圧威定者苦笑施します。 H 158 穏域ケ伝たつみや菜子店

量醤対象者・ 5 才以上の人全員、 (rc まえ〈吉む ; 

だし、勤め先や学校で受ける人を: 夕陽迂母子寮 f後)
のぞきます) , H 168 千石河岸子供会館(昔日〉

翻レントゲン車巡問日寝室・ (書官は 9 魚市場〈後)

時30分から 11時30分まで、後は14 ﾟ .17日 代宮町盛ざん宅(前〉

時から 16碍まで〉 須賀公民館〈後〉

8 月 8 日 北金Eヨ青年会館(部) H 18日 須賀・苦華麗帯何百〉

片田若脅年会館 (後〉 高浜台集会場(後)

9 白金田農協 (前一後) u 19臼徳延集会所 (前)

門
講
盟
会M
V
剣
揮
講
習
金(
7月
湖
沼
午
後6
時
か
ら
公

演
出
出
初
心
者
歓
迎

8
R
8
・
m
-
m
-
mの
各
自
も
間
開
催
予

定
、
)
怠
事
情
}
マ
崇
簿
美
術
一
議
接

(
8月
?
7

の
2

日
間
参
加
糖

心
配
な
し
、
来
春3
月
ま
で
総
統
。
会
場
撰
欝
公
民
総
〉
円
一
澗
畿

M
V

無
制
料
調
停
相
談
(
8月
山
白
午
後
一
時
公
民
語
、
主
催
平
塚
調
和
会
ど

な
た
で
も
相
談
可
午
後4時
ま
で
受
付
)

i
m

門
プi
ル
完
成
M
V
穴
久
保
公
爾
チ
供
プ
1

ん
が7
河
口

当
直
日
日
間
開
場
し
た
、
何
プ
ー
ル
市
ぜ
昭
和
訓
一
缶
詰
年
継
続
事
業

で
総
ヱ
問
調
五
滋
但
十
万
円
を
投
じ
た
も
の
。
大
君
さ
は
的
ロ
メ
ー
ト
ル

長
さ
お
メ
ー
ト
ル
ゼ
、
深
ぢ
泌
セ
ン
チ
か
ら

ω
セ
ン
チ
の
ひ
ょ
う
た
ん

型
戸
。
場
内
に
象
と
亀
を
備
え
象
の
口
か

b
噴
水
の
仕
掛
け
が
あ
り
、
子

ど
も
た
ち
は
お
お
よ
ろ
こ
び
。
8

月
末
ま
で
毎
日
午
前
山
時
か
ら
午
後

4

時
ま
で8
年
生
以
下
に
額
欲
。
市
役
街
市
民
課
が
大
久
保
公
園
チ
供

ブ
ー
ル
運
営
委
員
会
に
管
理
を
委
託
を
し
て
い
る
。
門
築
会

M
V
8月

刊
叫
臼
午
後
7

時
か
ら
春
日
野
中
父
母
を
対
象
に
富
士
見
第

4

広
が
寓
土

鬼
平
の
校
外
分
間
凶
集
会
ぞ
間
関
健
、
翌
日
自
は
鰐

F
O区
も
(
テ
!
?
護
休

み
の
生
活
指
導
に
つ
い
て
。
関
係
の
方
ご
出
席
を
)

J

門
大
会
一
日
マ
去
る

6

月
5
g

公
民
館
主
催
第
一
部
少
年
卓
球

福
神
大
会
を
開
催
、
地
震
小
中
学
校
内
山
名
塗
語
加
議
況
で
し
た
。

第
2

屈
は
慶
体
み
に2
ど
奉
加
を
。

・
9

門
学
級
叫
成
入
学
級
〈
7

月
れ
区
午
後7
時
半
か
ら
、
対
象
成

日
清
人
男
子
、
認
し
方
と
ユ

1
モ
ナ
。
話
し
コ
ト
パ
研
究
所
長
時
間
本

第
十
氏
〉
マ
生
語
学
級(
7月
間μ日
午
後
一
一
時
、
内
容
柑
閣
の
正
し
い
使

い
方
岡
県
い
方
、
か
し
こ
い
生
活
設
計

な
ど
〉
以
よ
会
場
い
ず
れ
も
須
糞
公

民
館

門
発
会
式
一
日
神
田
地
区
ス

濯
…
ポ
!
ツ
援
興
会
発
会
式
(

7

月
別
臼
午
後7
時
半
公
民
間
聞
に

て
、
排
球
・
野
球
・
卓
球
ム
鴇
球
。

態
と
・
認
球
・
水
融
の
各
種
阿
国
、
地

庶
民
多
数
の
ど
姦
加
を
待
つ
。
詳
細

は
神
田
公
民
館
に
問
い
合
せ
を
・

p
-

“a
e
-
-
2
・
0

門
サ
ー
ク
ル
凶8
月
日
凶
日
地
区
の
川
刊
才
か
ら
お
才
ま
で
の
士
~

清
掃
が
妻
、
サ
ー
ク
ル
が
誕
生
し
た
。
名
産
品
に
ち
な

み
，
あ
じ
さ
い
グ
ル
ー
プ
e
と
指
名
。
毎
月
第
一
第
三
一
火
羅
臼
の
午
後

一
時
半
か
ら
公
民
館
で
、
い
ま
ま
で
一
体
育
と
卓
球
を
行
な
っ
て
い
た
が

今
後
レ
ク
リ
エl
シ
g

ン
も
採
用
す
る
。
現
在
挙
部
お
名
。
参
加
自
由

ご
希
望
の
万
公
民
館
へ
。

-
m
門
一
開
講
式
〕
岡
崎
幸
中
市
大
学

(
7
R
U門
口
町
川
名
が
惑
加
し
潟

市
市
…
議
雲
上
げ
た
。
文
部
省
察
崎
に
よ
る
も
の
。
室
長
は

1
7

月
川m
B
e
8向A
S
a
m・
9

月
5

・
問
問
自
の
予
定
、
忘
れ
ず
に
ど

拳
加
主
だ
さ
い
。
会
場
公
民
館
マ

7
R
M
g
ι後
一
時
半
か
ら
の
若
委

諮
問
問
開
講
式
に
同
名
〉
の
参
加
が
あ
る
。
幼
同

A
壱
持
つ
母
親
の
熱
心
な

鴎
講
で
盛
一
況
だ
っ
た
、

門
一
漣
絡
一
日
マ
金
問
幼
栴
額
一
一
抽
出
を
使
用
し
て
い
る
各
種
会

…
金
再
開
畿
、
夜
の
活
動
で
す
と
制
制
限
な
く
利
用
で
古
る
。
公
民
館

に
も
プ
i

ル

い
ま
、
抽
押
印
中
学
校
に
学
校
プ

l

ん
の
建
設
工
事
が
ナ
ナ
%
で
い
ま

ナ
。
新
市
建
設
計
闘
に
も
と
ず
く
も
の
で
、
海
に
遠
い
開
校
生
徒
の
体

位
向
上
と
健
康
に
役
認
で
る
の
が
ね
ら
い
。
金
冠
と
天
野
中
に
続
く
第

三
番
目
の
プ1
ん
で
、
総
工
費
八
百
一
一
一
十
五
万
五
千
円
。
プ
ー
ん
は
こ

十
五
M
×
十
五
い
れ
で
脱
衣
所
も
つ
吉
、
七
月
下
旬
完
成
の
予
定
で
す
。

こ
と
し
の
裏
一
は
、
神
田
中
学
校
で
も
水
し
ぶ
宮
が
あ
が
り
『
問
地
震
の

か
っ
ば
速
の
檎
足
を
か
う
と
と
で
レ
ょ

5
。

締め切り 8 月 10日

(予塚市教育委員会)

平塚市青年間協議会主鑑
くわしくは (22) 1 70 自費少年課へ

豊富 8 月 288/ 市民セ Yターホーペ

富覇市内居住の15~25才までの勤労寄

少年で退去に全00大会出場経験の

ない者に限る。

襲事1直樹Ij /音楽/郷土芸能/美術/生

活技術創作展/ :意見発表/機関車正

展。県青年大会の予選をかねる，

豊富出品および参加申し込みは 9 月 10

日までに市役所青少年課あて.

第 1@]

平塚市

鰯J辱之、会ャ yブ場などで軟らかき J.. ~\ょ "ζ/こわをないよう 1::/

みんなb ‘ υが勺たのしめるように御家路の線'"手段の生忽地、刈ワ紙勺

ておこ号/色めが〈きりやすい時拳屯たへものに十分な注意 .. 

1 5 
41 /7]<;陰穏共済掛金の

納期限・2手め!こ払い込みを



(8) 第 177号

し
ま
す
。

磁
生
活
の
穫
し
い
人
へi

マ
平
提
薪
宿
背
木
建
一
氏
一
平
丹
、

γ
横
浜
ゴ
ム
盟
問
秀
孝
一
民
間
百
同
、

マ
盟
問
町
出
斤
一
山
口
平
八
氏
〈
沼
問
屋
)

欄
醐
進
制
判
事
関
へ

3
・

マ
霞
名
の
市
職
員
か
ら
一
千
円
、

自
民
党
平
塚
婦
人
部
二
τ

六
月
ほ
か
衣
類
十
点
。

醐
幽
ふ
じ
み
趨
へ

i

マ
臨
時
鐙
平
塚
婦
人
部
一

衣
綴
十
点
。

〈第 3 種郵便物認可〉

大
宮
な
問
問
で
注
さ
れ
た
出
張
所
の
廃

立
に
私
は
質
成
ず
る
も
の
で
す
が
、

各
地
は
と
も
緩
協
の
片
ず
み
で
、
醜
聞

か
に
連
絡
を
待
っ
て
い
る
駐
在
織
績

を
両
国
で
考
え
ざ
る
を
掴
憎
ま
せ
ん
。

務
く
と
こ
ろ
に
よ
り
ま
す
と
、
そ

の
人
達
は
大
変
仕
事
に
た
ん
の
う
な

職
員
(
係
長
級Y」
の
こ
と
で
す
が
、

仕
事
の
内
容
か
ら
し
ま
す
と
、
も
っ

た
い
な
い
諮
し
だ
と
患
い
ま
す
。
そ

れ
に
く
ら
べ
て
公
民
館
の
職
員
は
、

新
採
用
機
関
闘
が
大
半
で
す
。
一
番
多

く
市
民
に
盛
し
、

昭和 41 年 7 jヲ 15 13 

時工E. 索時速署恋文、③足利持
氏菖E女、@天女七年小田E華北条
氏"p判状、がそれで、うち 3 滋
は舞太吏ないし重量ケ関八幡窓Iこ
綴ずるものであお。とれら古交
響については昭和のはじ出鱗若
氏葱系子孫に問い合わせたとと
ろ、大正12年の緩災前神奈}II県
主主僚の史制展覧会に平塚町役場
場経由して出品したま主主ついに
震って識なかったと言っていた
。したがってこの 4 還はいまの
ところ行方不明であお。ある説
によると 4逓のうち 3還は緩物
らしいといっているが本欝を宛
ていないのでそれのすAてがニ
セものと断定ずおことはできな
レ、。

をみると、弘安 5 年Cl282) 9 
月、上人が身延山を出発し主主基話
題協ーとの地に赴かれた途次の記
に「十六日は平塚の叡円高組た
毎Nこ説法論翠す。鰭伏して戒脅
受くるもの若干't.î:. !?o 鶴若太夫
孫藤次等もまた家主号弓11.'1:> けlJ J
と貌っている。

とのことは平家市平塚、段差室

主需要法脊の記録にもあるから正当

くからかく伝えていたものらし
い。
また相州交毒害は、曹事若家に 4

適の古文書聾のあったととをのせ
ている。①源頼朝吉正交、②北条

'̂-

し百

談
留
一
で
綴
っ
た
実
例
か
ら

ﾗ

ﾗ

ﾗ

 

「
叱
っ
て
も
ほ
め
て
も
、
き
き

め
が
な
い
ん
で
す
。
ほ
っ
ぽ
っ
て

お
く
の
が
い
い
ん
で
し
ょ
う
か
」

「
ま
っ
た
く
憎b
し
く
な
り
ま
す

で
も
母
親
が
ヂ
戸
高
を
憎
〈
思
う

な
ん
で
い
け
一
な
い
で
す
ね
。
」

×
×
×
、

ど
ん
な
殺
で
晶
、
子
ど
も
と
の長;と 275E232 ・鞠雲会計関誌持持続

患に法蔚そい~ 2. ~ 智明暗吋 V がの書、名な示親昔時母るらめ

霊持 54日間い草 か戸のにでます言主主言言語持誌は
!I 'はを見合議室主告軒き 2225 揺 り叫足事長む仔益事

つ翻自さ晴、でいは i てと分ず、を 必ねるまなのでいい. lJ Iv 

票 宗ぞレミ害義会主事 24i 当警守番古莞 警 AE 究室主室長丈完 44
擬 モ司い新築りももむ再車線 おきになもい なたに母、子いが:; 1.;:れ槽

ィコも
教
護
深
い
市
長
を
や
ω

に
、
各
部
門
か
ら
施
か
れ
る
市
政
を

思
う
と
日
開
に
頼
も
し
い
感
じ
が
し
ま

す
。
訪
れ
る
県
外
の
お
客
様
に
も
符

か
一
一
屑
身
が
広
く
、
市
民
の
お
の
お
の

も
お
の
ず
と
U
川
崎
た
ま
り
神
間
ち
足

E

た
感
じ
が
し
ま
す
。

し
か
し
、
そ
の
市
役
所
が
立
派
で
、

そ
の
多
数
の
職
員
が
同
ま
レ
;
叫
ん
で

冷
た
い
の
で
は
な
い
の
に
、
あ
の
村

の
役
場
当
時
の
と
じ
ん
ま
D

し
た
、

地
下
足
袋
・
野
良
震
で
は
い
わ

r込
ん

で
も
す
ぐ
閉
が
足
む
た
、
そ
し
て
そ

れ
そ
中U
に
村
人
のU
が
議
く
ま
と

ま
っ
玄
進
ん
で
い
た
ζ
ろ
の
こ
と
が

郷
怒
の
よ
う
に
思
い
出
せ
る
の
は
何
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